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 ＜学校教育目標＞ 
 総合的な人間力を培い、地域の担い手となる生徒の育成 
      －地域貢献から地域参画への転換－ 
 
＜生徒と教師の共通目標＞ 
    みんなで一緒に「夢」を追いかけてみないか？ 
 

文責 校長：山﨑明彦、教頭：大津圭介 

校長室から （１２） 

                当たり前を積み重ねると、特別になる！ 

 この言葉は製菓世界大会クープ・ド・モンドで優勝した経験の持ち主で、日本を代表するパティシエ杉野英美さんの

言葉です。杉野さんは欧州で修行しているときに感じた事があったそうです。「フランスで美味しさに感動するケーキ屋

を見つけ、何ヶ月も頼み込んでようやく働かせてもらうことになった。その時、美味しさの秘訣を知ることが出来ると喜ん

でいたが、そこのレシピは日本の料理学校のものと全く同じであった。違っていたのは、一つ一つの作業に対するこだわ

りであった。果物の選果、生地の焼き方、クリームの立て方、全ての事にこだわってそれを徹底していた。即ち、その特別

の味は、ただ当たり前のことを積み重ねていただけだった・・・」 

 受験まっ最中のの３年生、そしていよいよ受験生となる２年生、そしてそろそろ自分の夢を追いかける時を迎えた１年

生の皆さんに今一度、「当たり前を積み重ねると特別になる！」という言葉の意味を考えてほしいのです。例えば部活動

練習、毎日の基礎練習を丁寧にきちんと積み重ねていくことが特別に上手な技能を手に入れなくても、間違いなく技能

の向上につながっていきます。勉強もまた同じ、毎日、英単語を何回も何回も反復して学習することで、いつかは必ずた

くさんの英単語を習得することにつながります。 

しかし、当たり前を積み重ねると、必ずそこに壁が見えて来ます。その壁を乗り越えた時こそ『特別』に一歩近づくことが

出来るのではないでしょうか？。そこで、その壁を破るためにも『当たり前を積み重ねる』の言葉の中に『丁寧に』という

言葉を添えたらどうでしょうか？。単に『当たり前を積み重ねる』よりも『当たり前を丁寧に積み重ねる』の方が目の前

の壁を乗り越え、よりよい『特別』につながっていくと思うのです。 

『当たり前を積み重ねる』ことは、決して楽ではないはずです。だけど、積み重ねて行くことで苦しさに慣れ、それまでの

苦しかったことが楽になってきます。その時こそ、人間がグンと伸びる時だと思うのです。 

受験生の３年生、今こそ最後の最後まで、目の前の『当たり前』を積み重ねて自分自身の『特別』を手に入れてくださ

い。最上級生となる２年生は、一日も早く自分自身の夢を探し、夢に向かってやるべき『当たり前』を積み重ねてくださ

い。そして１年生は、今こそ「夢追人」となって勇気をふりしぼって自分自身の夢を追いかけてください。そして夢を追い

かけるためにやるべき『当たり前』を探して丁寧に積み重ねる２年生になってほしいと思います。そこに、「あいつが・・」

や「～だから」だとか言い訳する自分だけにはならないでください。いつでも『自分に矢印を向ける』ことを忘れずに進

んでいきましょう。そのことが『特別』を必ず手に入れることにつながるはずです。なんちゅう生徒は必ず出来る！ 
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〈編集後記〉   新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。ここ数年、入試制度や入試手

続きなど入試制度が大きく変わっています。校内では、１・2年生でも進路学習会などの取組をしております。ご家庭で

も話題にしていただけると幸いです。 

２・３月の主な学校行事 

２月 ３日 私立前期入試 １・２年学力診断テスト ３月 ２日 新入生物品販売 

２月 ６日 学校運営協議会 自治会別集会 ３月 ７日 公立入試 

２月 ７日 公立推薦入試（～８日） ３月１０日 卒業証書授与式 

２月 ９日 後期期末考査（１・２年：～１０日） ３月２３日 生徒総会 

２月１５日 修学旅行（～１７日） ３月２４日 修了式・離任式 

 ４月 ７日 始業式・赴任式 

１月２７日現在 

後期学校評価について 

図1 学力の向上 図２ 心力の向上 

図３根性の向上、 

コミュニティ・スクールの推進 

１２月に実施しました後期学校評価の結果をご報告いたし

ます。目標値を４．０/5段階としていました。全体的には、教

師や保護者の評価に対して、生徒の評価の方が高くなって

います。生徒の評価については、教師の取組に対するもの

のあれば、生徒自身の行動に対する自己評価もあります。 

図１～３のうち、最も成果があったものが図２の心力の向

上でした。生徒による評価では、5つの項目のうち4つで、目

標値に達しています。教師の評価も図１・３よりも高いため、

成果として挙げることができます。また、図１の学力の向上に

おける個別最適な学びについては、学校の取組としても、生

徒の実感としても一致しており、授業における工夫が見られ

ます。 

今後は、知識技能の習得を実感できる授業づくりや地域

参画の意識を高める教育活動の推進が課題となります。 


